
平成２２年度決算の概要（２０１１年３月期）

中期経営計画「第二次こうぎん維新」
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１．貸出金
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１

地域の中小企業を中心とする事業資金の需要に積極的にお応えするなど、貸出金の増強
に努めてまいりましたが、資金需要が弱かったこともあって、貸出金残高は前年同期末比
114億円減少して6,437億円となりました。



総貸出金残高に占める地元貸出金
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平成23年3月末の高知県内における貸出金は4,747億円で、当行の貸出金全体の73.74％を占め、
また、当行の貸出金の75.35％は中小企業や個人のお客さまへのご融資となっております。
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２．預金

３

個人預金、公金預金が増加したことから、譲渡性預金を含む総預金の残高は前年同
期末比20億円増加して8,634億円となりました。
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平成23年3月末の高知県内の総預金は7,407億円で、当行全体の85.78％を占めております。

また、おかげさまをもちまして個人のお客さまにも高いご支持をいただいております。
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３．地元におけるシェア（平成２２年３月末）

「第二地銀の地元におけるシェア」におきまして、高知銀行はおかげさまで地域の皆さまから
高いご支持をいただいております。

14.5%

85.5%

預貯金
残高

その他金融機関シェア

高知銀行シェア
全国 第４位

75.6%

24.4%

貸出金
残高

その他金融機関シェア

高知銀行シェア
全国 第２位

●高知県内の計数を対象としています。
その他金融機関には、大手銀行など、地方銀行、第二地方銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、農協、
ゆうちょ銀行を含みます。

●月刊金融ジャーナル増刊号金融マップ２０１１年版調べ(平成22年12月発行）

５



４．有価証券
厳正なリスク管理のもとで効率的な運用を図っています。
平成23年3月期の有価証券残高は、前年度比146億円増加して2,455億円となりました。
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５．損益状況
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７

資金利益は155億円、役務取引等利益は1億53百万円、その他業務利益は
13億16百万円で、業務粗利益は169億71百万円となりました。
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平成23年3月期の経費合計は前期より4億22百万円減少し、123億46百万円となり
ました。
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９

銀行の本業での業績を表す指標といわれるコア業務純益は33億34百万円
となりました。

経常利益は26億62百万円、当期純利益は21億93百万円となりました。
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１０

資金運用利回り及び資金調達原価はともに低下しています。

円貨預貸金利回り差は前期同期比0.08％低下して2.00％となりましたが、総資金利鞘
は同0.05％上昇し0.28％となりました。
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６．不良債権への取り組み
金融再生法開示基準に基づく債権

[億円]

１１

金融再生法開示基準に基づく不良債権の合計は481億59百万円
で、不良債権比率は7.42％となりました。

［％］



７．自己資本比率
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１２

自己資本比率は10.72％、資本金・剰余金など中核的な自己資本で算出した自己資本比率
（TierⅠ比率）は8.74％となりました。



８．中期経営計画（第二次こうぎん維新）～未来へ向けた改革～ 明日を元気に！ビビッドバンク

経 営 目 標

～「地域密着型リテールバンク」としてのバリューアップに向けて

☆お客さまにとって ・・・役に立ち信頼される銀行

☆株主にとって ・・・・・・格付け評価が高く信認の厚い銀行

☆地域社会にとって ・・使命を果たし発展に貢献できる銀行

☆職員にとって ・・・・・・魅力的で夢と希望を実現できる銀行

経 営 基 本 方 針

? 高収益構造への転換

経営の効率化と資産の健全化を進め高収益構造への

転換を図る

? 経営力の強化

リスク管理と内部統制態勢の高度化を進め経営力を

強化する

? 地域貢献力の向上⇔地域密着型金融の推進

地域金融機関としての社会的責任を果たすため地域

貢献力を高める

当 行 の ビ ジ ネ ス モ デ ル

地域との共存共栄

中小企業等への安定的かつ円滑な資金供給
地域への良質な金融サービスの提供

財務基盤の一層の強化

コンプライアンスの徹底
リスク管理態勢の強化

地域経済の活性化

資産の健全化収益力の強化

経費削減の
徹底

トップライン
収益の向上

経営改善支援
活動の強化

オフバランス化

平成２１年１０月～平成２４年３月

１３



2872060――計画対比
3,3341,5312,6351,8422,765実 績

3,9201,9453,0471,5112,575――計 画コア業務純益

24年3月期23年9月期23年3月期22年9月期22年3月期21年9月期21年3月期

△ 5.87△ 3.38△ 2.40――計画対比
63.6366.3564.8260.2872.63実 績

65.3865.6469.5069.7367.22――計 画
業務粗利益経費率

24年3月期23年9月期23年3月期22年9月期22年3月期21年9月期21年3月期

128―計画対比
2113△ 85実 績

1395―計 画
当期純利益

24年3月期23年3月期22年3月期21年3月期

0.320.20―計画対比
10.72％10.50％7.46％実 績

10.5％程度10.4％程度10.3％程度―計 画
自己資本比率

24年3月期23年3月期22年3月期21年3月期

中期経営計画（第二次こうぎん維新）の主要計数目標と実績 計画期間 平成２１年１０月～平成２４年３月

単位：百万円

※コア業務純益（業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券関係損益）

単位：％

※業務粗利益経費率（（経費－機械化関連費用）÷業務粗利益）

単位：億円

１４



９．地域社会への貢献

１５

◇ 高知大学との連携による市民講座

高知大学との連携協力協定に基づき、同校および安芸

市との共催による、地域の活性化をテーマとした「安芸市

産業振興市民講座」を平成２３年１月に開催いたしました。

同講座では「安芸市を元気にするために～産業の活性

化を目指して」と題して、食品加工や地域再生の事例、雇

用などについて講演を行い、地域の企業や関連団体等か

ら約４０名の方にご参加いただきました。

◇ 高知工業高等専門学校との連携による

シーズ発表会

高知工業高等専門学校との産学連携協力協定に基づ

き、同校が保有している研究技術と、地元企業のニーズ

との連携を図ることで、地域の発展と産業の振興に貢献

することを目的とした「第５回 シーズ発表会」を平成２２年

１１月に開催いたしました。

今回は「新技術分野」「バイオ分野」「安全・安心分野」の

３つのテーマについて、グループ別に研究内容の発表と

質疑応答が行われました。



◇ 食をテーマとした商談会を開催

高知県産業振興計画の取り組みの柱である地産地消・

地産外商戦略を推し進めることを目的に、高知県、一般

財団法人高知県地産外商公社、株式会社四国銀行との

合同による「食の大商談会２０１０」を、平成２２年１１月に

開催いたしました。

当行はこれまでに２回「高知の食を元気にする商談会

うまい国土佐」を開催してまいりましたが、今回は合同商

談会となったことから、出店事業者は９４社、仕入れ業者

は１０２社とほぼ倍増し、スケールメリットも期待できる商

談会となりました。

１６

◇ 高知県に寄付金を贈呈

当行は、高知県の産業振興計画の取り組みのひとつで

ある観光による産業振興に協力する金融商品として、平

成２２年６月より取り扱いをしてまいりました「土佐・龍馬で

あい博応援定期Ⅱ」の販売残高の０．０１％に あたる約

１５４万円を、「土佐・龍馬であい博」の運営資金として平成

２２年１１月に高知県へ 寄付させていただきました。

「であい博」への協力は今回が２回目で、寄付金総額は

３１３万円となりました。



◇ 「こども金融・科学教室」を開催

産学連携協力協定を締結している高知工業高等専門

学校との合同による、小学校高学年を対象とした「こども

金融・科学教室」を、平成２２年７月に高知県高岡郡梼原

町において開催いたしました。

このセミナーは、将来を担う子供たちにお金に関する価

値観や正しい知識を身につけるとともに、科学に親しん

でもらうことを目的としており、第４回目となった今回は、

高知市以外では初めての開催となりました。今後、高知

県内各地で順次開催してまいりたいと考えています。

１７

◇ こどもサッカー教室を開催

高知大学との連携協力協定に基づく取り組みの一環と

して、高知大学サッカー部との合同による「第１回 こども

サッカー教室」を平成２２年１２月に開催いたしました。

これは、地域のこどもたちを対象に、競技の普及やジュ

ニア育成を通じて地域のスポーツ振興に貢献していくこと

を目的としており、当日は幼稚園児から小学校高学年ま

でのこどもたち約１８０名にご参加いただきました。



◇ 経営改善支援への取り組み

融資統括部の企業支援グループと営業店が一体となって、ご融資先の中小企業の皆さまに、経営に関する

ご相談や財務分析資料などの情報を提供しています。

◇ 各種相談会の開催

地域の皆さまの年金や税務に関するご相談や疑問にお答えするために、「年金相談会」や「出張税務相談会」

を、高知県内各地の当行営業店において開催しています。

平成２２年度には、「年金相談会」を１３回開催し、通算１２３回の開催となりました。

また、「出張税務相談会」は１２回開催し、通算４１回目の開催となりました。

１１先中小企業再生支援協議会への持ち込み

１５先再生計画の策定

１２先経営改善支援への取り組み（ランクアップ）

実 績項 目

平成２２年度の取り組み実績

１８



お問い合わせ先
株式会社高知銀行 経営統括部

ＴＥＬ：088-822-9311 ＦＡＸ：088-871-7121

ＵＲＬ：http://www.kochi-bank.co.jp/

Ｅ－ｍａｉｌ：kouhou@kochi-bank.co.jp

お問い合わせ先
株式会社高知銀行 経営統括部

ＴＥＬ：088-822-9311 ＦＡＸ：088-871-7121

ＵＲＬ：http://www.kochi-bank.co.jp/

Ｅ－ｍａｉｌ：kouhou@kochi-bank.co.jp

本資料には、当社グループの将来の業績、経営目標などに関する記述が含まれております。

こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化等により異なる可能性があることにご留意ください。

本資料は決算の概要や経営方針等についてのご案内を目的としており、取引の推奨あるい

は勧誘を目的とするものではありません。


